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7
月
16
日
、
衆
議
院
は
憲
法
違
反
の
安
保

法
案
を
可
決
、
舞
台
を
参
議
院
に
移
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
多
く
の
国
民
が
反
対
の
声
を

上
げ
、
暑
い
中
、
連
日
、
デ
モ
、
集
会
、
座

り
込
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

香
山
リ
カ
さ
ん
、
山
口
二
郎
さ
ん
、
佐
高

信
さ
ん
、
鎌
田
慧
さ
ん
、
蓮
舫
議
員
、
吉
田

忠
智
議
員
、
村
山
富
一
元
首
相
、
鳥
越
俊
太

郎
さ
ん
、
澤
地
久
枝
さ
ん
そ
の
他
多
く
の
人

た
ち
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
、
廃
案
を

訴
え
て
い
ま
す
。

日
退
教
も
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
連

日
参
加
を
し
て
廃
案
を
訴
え
て
い
ま
す
が
、

北
海
道
、
東
北
、
福
岡
か
ら
も
参
加
を
し
て

い
ま
す
。
高
齢
者
集
会
（
9
月
14
、
15
日
）

の
あ
る
中
旬
が
、
大
き
な
山
場
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
各
地
区
で
も
、更
に
運
動
を
強
化
し
、

廃
案
に
追
い
込
み
ま
し
ょ
う
！

各
地
で
運
動
を
強
化
し
よ
う
！

「
日
退
教
」
と
漢
字
で
入
力
す
る
だ
け
で
簡
単
に
検
索
で
き
ま
す
。

各
単
会
の
機
関
紙
・
ニ
ュ
ー
ス
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
発
行

し
た
ら
日
退
教
に
1
部
郵
送
し
て
下
さ
い
。

日
　
退
　
教

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

6月14日 6月26日

6月23日

7月16日　衆院可決

7月28日6月24日

7月28日

7月28日
福岡から11名参加

第
44
回
総
会
で
も
カ
ン
パ
の
件
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
今
年
は
決
戦
の
年
で
も
あ
る
の
で
、

各
単
会
は
全
員
で
、
全
力
で
取
り
組
む
べ
き

だ
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
争
関
連
法

阻
止
、
沖
縄
辺
野
古
新
基
地
絶
対
許
さ
な
い
、

東
日
本
大
震
災
支
援
が
カ
ン
パ
の
目
的
で
す
。

カンパで
運動を強化！



（2）

福
岡
県
退
教

Ｑ　

単
会
の
数
と
加
入
人
員

は
？
26
単
会
し
か
カ
ン
パ
が
納
め

ら
れ
て
い
な
い
。
カ
ン
パ
の
と
り

く
み
が
不
充
分
で
は
な
い
か
。

Ａ　

単
会
の
数
は
61
、
登
録
人

員
は
6
万
弱
。
た
し
か
に
カ
ン
パ

の
集
約
額
は
充
分
と
は
い
え
な

い
。
各
単
会
か
ら
会
員
の
段
階
ま

で
周
知
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と

も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
例
年
こ
の

定
期
総
会
で
カ
ン
パ
に
と
り
く
む

こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
後
各
単
会

宛
に
要
請
し
て
き
た
が
、
今
年
は

戦
争
関
連
法
案
反
対
の
た
た
か
い

等
も
あ
り
、
各
単
会
の
総
会
で
と

り
く
み
を
確
認
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
早
め
に
要
請
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
と
り
く
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

北
海
道
退
教

Ｑ　

安
倍
首
相
の
日
教
組
に
対

す
る
ヤ
ジ
に
つ
い
て
日
教
組
・
日

退
教
は
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

Ａ　

日
教
組
は
現
職
組
合
に
見

解
を
送
付
し
て
い
る
。
取
材
に
は

答
え
て
い
た
よ
う
だ
が
、
改
め
て

メ
デ
ィ
ア
向
け
に
抗
議
声
明
の
よ

う
な
発
表
は
し
な
か
っ
た
。
ヤ
ジ

が
不
適
切
で
、
答
弁
に
間
違
い
が

あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
後
明
ら
か
に

な
り
、
公
に
も
さ
れ
て
い
る
。

討
論
に
対
す
る
事
務
局
見
解
・ 

コ
メ
ン
ト

１
（
沖
縄
退
教
・
北
退
教
）
沖

縄
県
退
教
・
高
退
教
の
み
な
さ
ん

が
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
運
動

の
先
頭
に
立
っ
て
活
動
し
て
い
る

こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
。

日
退
教
は
昨
年
ま
で
の
5
年
に
わ

た
る
交
流
を
引
き
継
ぎ
、
今
年
は

月
1
回
の
辺
野
古
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ

ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
座
り
込
み
行
動
を

企
画
し
、
5
月
か
ら
始
め
て
い

る
。
10
月
ま
で
を
予
定
し
て
い
る

の
で
ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加
し
て
欲

し
い
。

２
（
群
馬
退
教
）「
戦
争
を
さ

せ
な
い
署
名
・
２
０
１
５
版
」

は
す
で
に
第
1
次
提
出
を
し
た

が
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
引

き
続
き
と
り
く
む
と
し
て
い
る
。

各
単
会
で
も
遅
れ
て
も
集
約
し

た
署
名
は
事
務
局
に
お
く
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

３
（
群
馬
退
教) 

日
退
教
も
男

女
共
生
部
会
で
「
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
」（
仮
）
を
検
討
し
て

い
る
。
群
馬
の
取
り
組
み
を
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

４
（
福
岡
退
教
）
代
議
員
の

女
性
枠
を
具
体
的
数
字
で
決
め
て

い
く
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
状

況
か
ら
難
し
い
か
と
思
う
が
、
複

数
の
代
議
員
を
持
つ
単
会
は
、
そ

の
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
い
て
い

た
だ
く
と
い
う
段
階
に
と
ど
ま

る
。５

（
福
岡
退
教
）
介
護
の
問
題

に
つ
い
て
は
日
退
教
で
も
男
女
共

生
部
会
、
福
祉
部
会
で
検
討
を
す

す
め
る
。
各
単
会
に
情
報
発
信
し

て
い
き
た
い
。

６
（
石
川
・
愛
知
退
教
）
４
月

の
統
一
地
方
選
、
各
単
会
の
奮
闘

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
結
果

的
に
満
足
い
く
結
果
と
な
ら
な

か
っ
た
地
方
も
あ
る
が
、
来
年
の

参
議
院
選
挙
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
大
事
。
５
月
の
大
阪
市
住
民

投
票
は
府
退
教
・
市
教
退
の
み
な

さ
ん
の
総
力
を
挙
げ
た
と
り
く
み

で
な
ん
と
か
一
矢
を
報
い
た
。
彼

は
政
界
引
退
と
は
い
っ
て
い
る

が
、
12
月
の
任
期
切
れ
ま
で
姿
勢

を
変
え
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
引

日
退
教
は
昨
年
ま
で
５
回
に
わ

た
る
沖
縄
交
流
に
と
り
く
ん
で
き

ま
し
た
。
２
０
１
５
年
度
は
安
倍

政
権
に
よ
る
辺
野
古
新
基
地
建
設

が
強
行
に
す
す
め
ら
れ
る
状
況
に

対
し
、
月
１
回
の
座
り
込
み
行
動

を
企
画
し
ま
し
た
。
沖
縄
県
・
高

退
教
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
今
日

ま
で
に
5
月
、
6
月
、
7
月
（
各

月
の
参
加
者
数
は
5
月
13
名
、
6

月
1
名
、
7
月
29
名
、
７
月
は
都

高
教
退
の
行
動
に
合
流
）
と
3
回

実
施
し
て
き
ま
し
た
。（
こ
の
日

退
教
の
行
動
と
は
別
に
、
単
会
独

自
に
時
期
を
前
後
し
て
辺
野
古
座

り
込
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。）

7
月
行
動
に
は
夜
の
交
流
会
に

稲
嶺
名
護
市
長
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
参

加
、
お
話
を
伺
い
、
懇
親
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
８
、９
、
10
月
に

行
動
し
ま
す
。

き
続
き
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。来
年
の
参
議
選
は
現
退
一
致
、

現
職
が
な
か
な
か
動
き
に
く
け
れ

ば
退
職
者
が
が
ん
ば
る
と
い
う
こ

と
で
と
り
く
ん
で
い
き
た
い
。

７
（
福
島
退
教
）
福
島
第
１
原

発
は
全
く
収
束
し
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
安
倍
政
権
は
再
稼

動
に
走
っ
て
い
る
。
運
動
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
と
り
く
ん
で
行

き
た
い
。

2015・16年度の顧問・各部員
※部会長

組織

平岡　良久 ※東京高
太田　洋吉 千葉高
上田　典男 埼玉
藤崎　喜仁 東京
秋葉　　庸 千葉

広報

柴田　迪春 ※東京
町田　武俊 埼玉
川口　政利 東京高
武田麻佐子 神奈川高

福祉

越川　薫一 ※千葉高
後藤　康彦 東京高
石川　　博 埼玉
谷口　　滋 東京
山際　正道 神奈川高

男女共生

寺井　律子 ※東京高
前田嘉代子 千葉高
井本みち子 神奈川高
川村まり子 埼玉
柴田　　悦 東京

退連幹事 本村富美子 東京高

顧問 兼古　哲郎 北海道
北原　久禅 石川県

第
44
回
総
会
、
質
疑
に
対
す
る
事
務
局
答
弁

沖
縄
と
連
帯
す
る
日
退
教
第
６
次
交
流

　
　
　

キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
座
り
込
み
行
動

辺野古新基地は
いらない！

7月6日　デモする参加者

7月6日　座り込み365日目

7月6日夜　稲嶺進名護市長も
サプライズ参加
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西
澤
会
長
の
挨
拶

「
日
本
の
針
路
を
決
定
す
る
戦
争

法
案
が
国
会
に
か
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
与
党
は
数
の
力
で
衆
院
を
突
破

し
、
参
院
に
回
し
ま
し
た
。
法
案
は

違
憲
で
あ
り
、
政
府
が
根
拠
と
し
て

い
る
の
は
砂
川
最
高
裁
判
決
と
72
年

見
解
、
そ
れ
に
加
え
て
情
勢
の
変
化

を
挙
げ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
磯

崎
補
佐
官
の
「
法
的
安
定
性
は
関
係

な
い
」
発
言
も
当
然
と
言
え
ま
す
。

た
め
に
、
前
代
未
聞
の
95
日
間
も
国

会
の
会
期
を
延
長
し
、
専
門
家
か
ら

憲
法
違
反
と
指
摘
さ
れ
た
自
衛
隊
の

海
外
で
の
武
力
行
使
に
道
を
開
く
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
た
め
の
法
案

成
立
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。�

以
下
、
省
略

退
連
、
安
倍
政
権
を
鋭
く
批
判
！

（
総
会
宣
言
か
ら
）
安
倍
政
権
の

傍
若
無
人
な
政
治
姿
勢
は
ま
す
ま
す

そ
の
度
合
い
を
増
し
て
い
る
。「
戦

後
70
年
談
話
の
内
容
」
を
巡
っ
て
韓

国
や
中
国
を
い
た
ず
ら
に
刺
激
し
、

両
国
と
の
関
係
改
善
を
難
し
く
し
て

い
る
。
沖
縄
で
は
、
昨
年
末
の
総
選

挙
を
含
む
各
種
選
挙
で
、
米
軍
基
地

の
辺
野
古
移
設
に
反
対
す
る
県
民
の

意
思
が
示
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
新
基
地
建
設
の
た
め
の
海
底
調

査
を
強
行
す
る
傍
ら
、
沖
縄
振
興
予

算
を
大
幅
に
減
額
し
、
当
初
は
翁
長

知
事
の
面
談
要
請
さ
え
拒
否
す
る
な

ど
、
常
軌
を
逸
し
た
行
動
に
出
て
い

る
。
さ
ら
に
本
年
4
月
、
安
倍
総
理

は
米
国
議
会
で
演
説
し
、
戦
後
日
本

の
安
全
保
障
の
大
転
換
を
意
味
す
る

法
律
を
「
本
年
夏
ま
で
に
は
成
立
さ

せ
る
」と
明
言
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

我
が
国
の
国
会
を
軽
視
し
、
日
本
の

独
立
性
さ
え
放
棄
す
る
暴
挙
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
も
そ
の

退
連
第
19
回
定
期
総
会 

7
月
15
日

安
倍
Ｎ
Ｏ
！

戦
争
法
案
Ｎ
Ｏ
！

―
地
公
退
・
第
46
回

　
　
定
期
総
会
開
か
れ
る
―

7月15日
挨拶する阿部会長

7月15日
質問する西澤代議員

7月31日
来賓で挨拶するなたにや参議院議員

安
倍
発
言
も
支
離
滅
裂
で
、
意
味
が

分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
の
法
案

が
無
制
限
に
戦
争
で
き
る
、
米
軍
の

戦
争
へ
は
ど
こ
で
も
参
加
可
能
と
い

う
内
容
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
す
。

一
方
、
国
会
を
取
り
巻
く
状
況

に
も
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
安
倍
発

言
、
憲
法
学
者
の
違
憲
発
言
、
強
行

採
決
以
降
の
集
会
・
デ
モ
へ
の
参
加

が
日
毎
増
加
し
、
安
倍
政
権
打
倒
の

動
き
も
あ
り
ま
す
。
潮
目
も
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。連
日
の
抗
議
集
会
・

デ
モ
で
国
会
周
辺
に
行
っ
て
い
ま
す

が
、
若
い
人
の
参
加
も
増
え
て
い
ま

す
。
28
日
に
は
、〝
戦
争
さ
せ
な
い
〟

の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
中
学
生
や

動
画
を
撮
っ
て
い
る
小
学
生
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
小
２
の
時
、
疎
開
先

で
見
た
メ
ー
デ
ー
で
ス
ク
ラ
ム
行
進

す
る
父
の
姿
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

今
、
歩
道
に
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、

国
会
に
向
け
て
声
を
上
げ
て
い
る
私

た
ち
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
だ
ろ

う
か
、
と
思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

加
藤
周
一
さ
ん
は
か
つ
て
、〝
老
人

と
若
者
の
結
託
〟
が
力
に
な
る
と
説

き
、
日
本
は
戦
後
戦
争
を
や
り
易
く

す
る
法
律
は
作
っ
た
が
、
や
り
難
く

す
る
法
律
は
作
っ
て
い
な
い
、
と

言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ど
ん

詰
ま
り
が
戦
争
法
案
で
す
。
こ
の
流

れ
に
一
矢
を
報
い
ま
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
街
に
出
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
人
口
は
３
、５
０
０
万
人

を
超
え
て
い
ま
す
。
経
験
豊
富
な
高

齢
者
と
若
者
が
手
を
結
び
、
力
を
出

す
こ
と
は
重
要
な
役
割
で
す
。

日
本
の
戦
争
と
平
和
の
関
係
で

沖
縄
の
状
況
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
闘

い
の
環
は
沖
縄
に
も
あ
り
ま
す
。
ま

ず
、現
地
の
闘
い
に
参
加
す
る
こ
と
、

沖
縄
以
外
で
厚
木
基
地
の
よ
う
な
闘

い
を
組
織
す
る
こ
と
で
す
。
次
は
沖

縄
か
ら
来
て
も
ら
っ
て
学
習
会
を
持

つ
こ
と
、
そ
し
て
兵
站
を
担
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
は
辺
野
古
カ
ン
パ
に
応

じ
る
こ
と
で
す
。

戦
争
に
は
膨
大
な
費
用
が
掛
か

り
ま
す
。
政
府
は
社
会
保
障
費
の

１
・
５
兆
円
減
額
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。
平
和
な
く
し
て
社
会
保
障
な

し
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も

勝
機
は
来
ま
す
。
内
閣
・
自
民
党
支

持
率
が
30
％
を
割
る
、
あ
る
い
は
安

倍
70
年
談
話
、
川
内
原
発
、
辺
野
古
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
々
、
問

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

よ
り
よ
い
未
来
実
現
の
た
め
に

団
結
し
、
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。」

「
明
成
皇
后
暗
殺
事
件
１
１
０
年

ぶ
り
の
追
跡
」
を
撮
影
し
た
韓
国
の

鄭
秀
雄
監
督
が
、
6
月
29
日
来
局
し

ま
し
た
。
第
2
回
東
ア
ジ
ア
海
外
研

修
旅
行
で
、
明
成
皇
后
１
２
０
年
忌

辰
祭
（
法
要
）
に
参
加
し
ま
す
が
、

他
国
の
皇
后
を
暗
殺
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
無
責
任
な
態
度
を
と
り
続

け
る
日
本
政
府
に
対
し
、
今
後
の
東

ア
ジ
ア
の
平
和
・
安
定
の
た
め
に
も

き
ち
ん
と
謝
罪
す
べ
き
と
こ
ろ
は
謝

罪
す
べ
き
で
す
。

活
躍
す
る
単
会
の
旗
、
そ
の
ポ
ー

ル
を
入
れ
る
旗
ケ
ー
ス
は
い
か
が
で

す
か
。

6
月
9
日
の
日
退
教
総
会
の
開

会
前
に
実
物
を
見
せ
な
が
ら
紹
介
を

し
ま
し
た
。

防
水
加
工
の
ケ
ー
ス
で
す
。
わ

ず
か
５
０
０
円
で
す
。
注
文
は
縦
、

横
の
寸
法
を
書
い
て
、
必
ず
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
送

り
か
た
は
、
日
退
教
通
信
な
ど
と
一

緒
に
贈
り
ま
す
。
代
金
は
、
9
月
・

10
月
の
集
会
旅
費
か
ら
引
き
ま
す
。

申
し
込
み
締
め
切
り

9
月
15
日
必
着
。

次
の
3
人
が
討
論
に
立
ち
ま
し

た
。

・
全
水
道
・
中
山
代
議
員

　
　

被
用
者
年
金
の
一
元
化
に
伴
う

追
加
費
用
の
問
題
に
つ
い
て

・
日
退
連
・
谷
口
代
議
員

　
　

積
立
年
金
の
運
用
に
関
す
る
奨

学
金
の
扱
い
に
つ
い
て

・
日
退
連
・
越
川
代
議
員

　

１　

積
立
年
金
の
運
用
問
題

　

２　

�

親
の
介
護
で
失
職
し
、
年

金
支
給
が
あ
っ
た
親
が

死
ん
で
無
収
入
に
な
っ

た
ケ
ー
ス
の
こ
と

　

３　

在
宅
介
護
の
問
題

　

４　

�

低
賃
金
者
の
年
金
加
入

の
問
題

�

（
し
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

6月29日
監督と西澤会長

活躍する旗ケース
購入しませんか?



（4）

　

◆
編
集
後
記
◆

政
府
が
推
薦
し
、世
界
遺
産
と
し
て
「
登
録
」

さ
れ
た
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の

一
つ
「
軍
艦
島
」
に
つ
い
て
韓
国
政
府
か
ら
異

論
が
出
た
こ
と
は
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

近
代
に
お
い
て
、
日
本
の
炭
鉱
や
土
木
工
事
等

で
「
植
民
地
」
朝
鮮
の
人
々
に
過
酷
な
労
働
が

強
制
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
の
歴
史
的
背
景
を
考
え
る
中

で
、
今
回
同
時
に
「
松
下
村
塾
」
が
登
録
さ
れ

た
こ
と
も
看
過
で
き
ま
せ
ん
。

吉
田
松
陰
は
、
ド
ラ
マ
で
は
近
代
日
本
に
お

け
る
思
想
家
・
指
導
者
の
よ
う
で
す
が
、
実
像

は
以
下
の
通
り
で
す
。

松
陰
は
、「
今
急
に
武
備
を
修
め
、
艦
ほ
ぼ

具
わ
り
、
砲
ほ
ぼ
足
れ
ば
、
す
な
わ
ち
宜
し
く

蝦
夷
を
開
墾
し
て
諸
侯
を
封
建
し
、
間
に
乗
じ

て
カ
ム
サ
ッ
カ
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
を
奪
い
、
琉
球

に
諭
し
て
、（
中
略
）
朝
鮮
を
責
め
、
北
は
満

州
の
地
を
割
き
、
南
は
台
湾
、
ル
ソ
ン
諸
島
を

納
め
」
と
述
べ
（「
吉
田
松
陰
全
集
」
第
１
巻

所
収
）、
さ
ら
に

「
国
力
を
養
い
、
取
易
き
朝
鮮
・
満
州
・
支

那
を
切
り
随
え（
侵
略
し
）、交
易
に
て
魯
国（
ロ

シ
ア
）
に
失
う
所
は
又
鮮
満
に
て
（
朝
鮮
・
満

州
か
ら
搾
取
し
て
）
償
う
べ
し
」（
同
第
５
巻

所
収
）
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
薩
長
中
心
と
す
る
明
治
政
府
以
降

の
政
権
が
と
っ
た
、
日
清
・
日
露
戦
争
、
台
湾
・

サ
ハ
リ
ン
領
有
、
日
韓
併
合
、
満
州
事
変
・
日

中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
な
ど
、
負
の
歴
史
の
背

景
に
は
、
松
陰
の
“
壮
大
な
”「
侵
略
思
想
」

が
あ
っ
た
の
で
す
。

因
み
に
「
松
下
村
塾
」
は
松
陰
の
叔
父
、
兵

学
者
・
玉
木
文
之
進
の
私
塾
で
す
。
偶
々
行
き

場
の
な
い
若
者
の
た
ま
り
場
で
、
松
陰
は
専
ら

「
攘
夷
論
」
を
唱
え
て
い
た
、
と
い
う
の
が
実

相
の
よ
う
で
す
。
獄
中
生
活
が
長
か
っ
た
松
陰

は
、
著
作
の
大
部
分
を
そ
こ
で
書
い
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
、
１
８
５
９
年
、
伝
馬
町
の
牢
内

で
長
州
藩
承
諾
の
下
、
29
歳
で
処
刑
さ
れ
ま
し

た
。�

（
し
）

第2回東アジア海外研修旅行
―朝鮮に対する日本の侵略を学ぶ旅―
40名を超える申し込みがありま
した。しっかりと学んで来ます。

「浅川巧の生き方を学ぶ清里銀河塾」に参加して
� （6月6～8日）

第
12
回

本
村
富
美
子
（
都
高
退
）

浅
川
巧た

く
みは
、
日
本
が
朝

鮮
を
植
民
地
支
配
し
て
い

た
１
９
１
５
年
（
大
正

4
）
23
歳
で
朝
鮮
に
わ
た

り
、
40
歳
で
亡
く
な
る
ま

で
朝
鮮
の
自
然
を
愛
し
、

民
や
文
化
へ
の
敬
意
と
尊

敬
の
気
持
ち
を
貫
い
た
人

で
す
。当
時
、朝
鮮
に
渡
っ

た
多
く
の
日
本
人
は
、
差

別
意
識
を
持
ち
、
朝
鮮
人

を
見
下
し
横
暴
な
振
る
舞

い
が
当
た
り
前
で
し
た
。

し
か
し
、
浅
川
巧
は

林
業
技
術
者
と
と
も
に
、

山
々
の
緑
化
に
尽
力
し
ま

し
た
。
ま
た
、
日
常
使
い

の
工
芸
品
を
調
査
し
「
朝

鮮
の
膳
」
な
ど
の
名
著
を

残
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
朝
鮮
人
に
愛
と

敬
意
を
持
ち
、
支
援
を
惜

し
ま
な
か
っ
た
の
で
す
。

彼
の
兄
伯の
り
た
か教

も
朝

鮮
美
術
に
魅
せ
ら

れ
、
朝
鮮
陶
磁
器
の

歴
史
を
研
究
、
そ
の

美
を
紹
介
し
、
柳
宗

悦
、
浅
川
巧
と
と
も

に
朝
鮮
民
族
美
術
館

を
設
立
し
ま
し
た
。

浅
川
巧
は
京
城
郊

外
の
忘マ
ン
ウ
リ

憂
里
共
同
墓

地
に
眠
っ
て
い
ま

す
。
戦
後
、
韓
国
の

人
々
に
よ
っ
て
、
こ

こ
に
碑
が
建
て
ら
れ
「
韓
国
の
山
々
と

民
芸
を
愛
し
、
韓
国
人
の
心
の
中
に
生
き

た
日
本
人
…
…
こ
こ
韓
国
の
土
と
な
る
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
浅
川
巧
の
生
き
方
を
学
ぶ
3
日
間

で
心
に
残
っ
た
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も「
国
境
を
越
え
た
友
情
」

に
つ
い
て
の
専
門
学
校
の
学
生
、留
学
生
、

中
学
生
、
社
会
人
と
の
グ
ル
ー
プ
討
論
は

意
義
深
い
者
で
し
た
。

そ
の
中
で
、
こ
の
塾
を
主
催
し
て
い
る

河ハ

先
生
が
「
75
年
間
、
日
本
で
生
き
て
き

て
辛
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
日
本
と
日
本

人
を
愛
し
て
来
た
。
と
こ
ろ
が
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
が
始
ま
り
、本
当
に
悲
し
か
っ
た
。

お
墓
も
日
本
で
と
思
っ
て
い
た
が
、
子

ど
も
や
孫
た
ち
が
生
き
て
行
け
る

の
か
と
考
え
て
し
ま
っ
た
…
…
で

も
、
私
は
日
本
や
日
本
人
を
愛
し

続
け
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私

は
そ
の
言
葉
を
思
い
出
す
と
、
今

で
も
涙
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
日

本
で
生
ま
れ
、
日
本
人
や
日
韓
友

好
に
一
生
を
さ
さ
げ
て
来
た
河
先

生
を
こ
ん
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
し

ま
っ
た
日
本
や
日
本
人
を
恥
ず
か

し
い
と
感
じ
、
申
し
訳
な
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
の
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
本
当
に
邪
悪
で
醜

い
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
人
の
心
を
打
ち

の
め
し
、
深
い
傷
や
恐
怖
を
植
え
付
け
ま

す
。
ま
た
、
暴
言
を
吐
く
側
の
心
も
壊
し

ま
す
。
こ
の
日
本
社
会
の
病
は
、
韓
国
や

中
国
と
友
情
を
育
む
よ
り
、
敵
視
や
蔑
視

を
生
み
、
戦
争
す
ら
お
こ
し
か
ね
な
い
恐

ろ
し
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

私
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
差
別
や
戦

争
を
許
さ
な
い
日
本
人
で
あ
り
た
い
し
、

そ
の
た
め
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と

が
、こ
の
塾
の
テ
ー
マ
「
ひ
び
き
あ
う
心
」

に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
秋
の
第
2
回
東

ア
ジ
ア
海
外
研
修
旅
行
（
朝
鮮
に
対
す

る
日
本
の
侵
略
を
学
ぶ
旅　

10
月
６
～
９

日
）で
、更
に
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

浅
川
伯
教
・
巧
兄
弟
資
料
館　

〒
408
ー
0002
山
梨
県
北
杜
市
高
根
町
村
山
北

割
３
３
１
５

　

☎
０
５
５
１
・
４
２
・
１
４
４
７

関
東
地
区
は
、
日
帰
り
で
き
ま
す
の
で
、

研
修
旅
行
に
最
適
で
す
。

映
画
「
道
～
白
磁
の
人
」　

浅
川
巧
が

主
人
公
の
劇
場
映
画
で
す
。

浅川兄弟資料館
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